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 一般競争参加資格の決定を受けていない者
の参加 上記２に掲げる一般競争参加資格
の決定を受けていない者も上記４により申
請書、資料及び技術提案書等を提出すること
ができるが、競争に参加するためには、開札
の時において、当該一般競争参加資格の決定
を受け、かつ、競争参加資格の確認を受けて
いなければならない。
当該一般競争参加資格の決定に係る申請

は、当該者（当該者が経常建設共同企業体で
ある場合においては、その代表者。）の「競争
参加者の資格に関する公示」（令和２年６月26
日付国土交通省東北地方整備局副局長他７者
公示）別記に掲げる本店所在地（日本国内に
本店がない場合においては、日本国内の主た
る営業所の所在地。以下同じ。）の区分に応じ、
同別記に定める提出場所において、随時受け
付ける。また、当該者が申請書及び資料を提
出したときに限り、上記４においても当該
決定に係る申請を受け付ける。
 本案件は、資料の提出、入札を電子入札シ
ステムで行うものであり、対応についての詳
細は入札説明書による。
 入札参加者は、「情報保全に係る施工体制に
関する誓約事項」を承諾の上、入札書を提出
しなければならない。
 詳細は入札説明書による。

 本工事は、週休２日を前提とした工事費及
び工期を確保した「週休２日制モデル工事（発
注者指定方式）」である。工事期間内において
週休２日を確保した場合は、工事成績評定に
おいて加点評価の対象とする工事である。
 本工事は、すべての入札参加者から単価表
の提出を求める工事である。
 本工事は、総合評価技術提案資料を求め、
価格と価格以外の要素を総合的に評価して落
札者を決定する総合評価落札方式の適用工事
である。
技術提案にあっては、施工方法及び仮設備
計画の変更を伴う提案は可能とするが、工事
目的物の変更を伴う提案や契約単価項目が変
更となる提案は不採用とする。
 本工事は、資料の提出及び入札を電子入札
システム又は郵送で行う対象工事であり、当
社ホームページに掲載の「電子入札（郵送入
札）運用マニュアル」を適用する。なお、電
子入札により難いものは、「電子入札（郵送入
札）運用マニュアル」に基づき、契約責任者
に届出を提出して郵送で行う紙入札方式によ
ることができる。
 契約制限価格を上回った場合の取扱い 本
工事の競争入札では、見積協議方式を適用す
る。
見積協議方式とは、すべての入札参加者の
入札価格が契約制限価格を上回った場合に、
総合評価点の最も高い者などの特定の１社を
協議相手として選定し、当社の設計価格の算
出方法と協議の相手から提出された入札価格
の算出方法との相違点を確認するための協議
を行った上で相手の入札価格で契約を締結し
た後、工事施工中に施工実態を調査し、協議
で確認対象となった項目との差異を確認し、
差異のあった項目について契約変更を実施す
る方式をいう。
 本工事は、電子契約によることができる。
２ 競争参加資格 本工事に係る競争に参加でき
る者は、次に掲げる条件をすべて満足し、かつ、
本工事に係る競争参加資格確認の結果、資格が
あると認められた者とする。
 当社ホームページに掲載の「中日本高速道
路株式会社契約規則」第11条の規定に該当し
ない者であること。

 特定建設工事共同企業体（甲型）を構成
する場合
「中日本高速道路株式会社工事・調査等
の資格登録に関する要領」に基づく平成
31・32年度競争参加資格における「橋梁補
修工事」の資格を有し、当該資格に係る経
営事項評価点数が1100点以上である者（会
社更生法に基づき更生手続開始の申立てが
されている者又は民事再生法に基づき再生
手続開始の申立てがされている者について
は、手続開始の決定後、当社が別に定める
手続に基づく工事競争参加資格の再認定を
受けていること。再認定を受けた者にあっ
ては、当該再認定の際に、「橋梁補修工事」
の資格を有し、当該資格に係る経営事項評
価点数が1100点以上であること。）の２者
又は３者で構成された特定建設工事共同企
業体であること。ただし、令和３・４年度
工事競争参加資格における当該資格を開札
（入札執行）時において有していることを
条件とする。なお、経常建設共同企業体、
協業組合及び事業協同組合は、特定建設工
事共同企業体の構成員となれないものとす
る。

 単体の場合
当社ホームページに掲載の「中日本高速
道路株式会社工事・調査等の資格登録に関
する要領」に基づく平成31・32年度競争参
加資格における「橋梁補修工事」の資格を
有し、当該資格に係る経営事項評価点数が
1200点以上である者（会社更生法（平成
14年法律第154号）に基づき更生手続開始
の申立てがされている者又は民事再生法
（平成11年法律第225号）に基づき再生手
続開始の申立てがされている者について
は、手続開始の決定後、当社が別に定める
手続に基づく工事競争参加資格の再認定を
受けていること。再認定を受けた者にあっ
ては、当該再認定の際に、「橋梁補修工事」
の資格を有し、当該資格に係る経営事項評
価点数が1200点以上であること。）である
こと。ただし、令和３・４年度工事競争参
加資格における当該資格を開札（入札執行）
時において有していることを条件とする。

６ Summary

 Official in charge of disbursement of the

procuring entity : ENDO Kimihiko, Vice

Director‑General Kyushu Regional Devel‑

opment Bureau, Ministry of Land, Inf‑

rastructure, Transport and Tourism

 Classification of the services to be pro‑

cured : 41

 Subject matter of the contract : Construc‑

tion works of a mooring facilities at Ta‑

niyama area in Kagoshima Port

 Time‑limit for the submission of applica‑

tion forms and relevant documents for the

qualification : 30 March 2021

 Time‑limit for the submission of tenders

by electronic bidding system : 11 : 00 30

March 2021 (tenders brought with 11 : 00

30 March 2021 or submitted by mail :

11 : 00 30 March 2021)

 Contact point for tender documentation :

KIYOYAMA Nami, Accounting and Pro‑

curement Division, General Affairs Depart‑

ment, Kyushu Regional Development Bu‑

reau, Ministry of Land, Infrastructure,

Transport and Tourism, 2107 Ha‑
kataekihigashi, Hakata‑ku, Fukuoka‑city,

8120013 Japan. TEL 0924183345

入 札 公 告（建設工事）
次のとおり一般競争入札に付します。
令和３年１月 13 日
契約責任者 中日本高速道路株式会社

名古屋支社長 野口 英正
◎調達機関番号 418 ◎所在地番号 23
１ 工事概要
 品目分類番号 41
 工事名 中央自動車道 （特定更新等）茂
都計川橋他３橋床版取替工事 （電子入札（郵
送入札）対象案件）
 工事場所
自）長野県飯田市北方（飯田ＩＣ）
至）長野県下伊那郡阿智村（園原ＩＣ）

 工事内容 本工事は、中央自動車道の飯田
ＩＣ～園原ＩＣ間において、茂都計川橋（下
り線）、湯川高架橋（上り線）、岩の沢橋（上
下線）及び大沢川橋（上下線）の床版取替を
行うとともに、大瀬木橋、六反田橋、中村橋、
久米川橋及び園原ＩＣ橋の橋梁補修並びに大
沢川橋の耐震補強を行うものである。
 工事概算数量
床版取替工・・・・・・約11千
塗替塗装工・・・・・・約25千
床版防水工・・・・・・約13千
壁高欄補修工・・・・・約07㎞
橋梁付属物工・・・・・１式
制震ダンパー設置工・・８基
構造物詳細設計・・・・１式

 工期 契約締結日の翌日から1170日間
ただし、新型コロナウイルス感染症（ＣＯ
ＶＩＤ19）による社会情勢を踏まえ、契約
期間内に情勢変化があった場合は、履行期間
の延長を協議できるものとする。
 使用する資機材
プレキャスト床版 約10千
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